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『開設100年 !写真で見る自岡駅』展写真図録について
平成22年 (2010)2月11日は、白同駅が開設されて100周年という大きな節目の年でした。駅名をとって誕生した白岡

町は前年、町制施行55周年を迎え、平成22年度には人口が5万人を超えました。町の発展は、白岡駅の存在抜きでは語

れません。このたび、多くの先人たちの夢であった白同駅開設の経緯、その後の発展の様子を、写真や資料で振り返って

みたいと思います。

平成23年3月

白同町教育委員会

教育長 福原 良男

■
１

１ 白岡駅開設までの苦労
明治時代に敷設が始まつた鉄道|よ、貨物輸送や人々の移動に大きな変化をもたらしました。埼玉県では明治16年(1883)

に日本鉄道第1区線 (高崎線)が、18年(1885)に|よ第2区線 (東北線)が開通し、また32年に|よ東武鉄道も開通しました。し

かし、町域に|よ駅が設置されす、地域振興の要である人と物の流れ|よ、久喜 達田駅、桶川 上尾駅、東武鉄道の春田部・杉

戸・示日戸駅などへ傾いてしヽきました。また、蒸気機関車の排煙で、寺塚の整神社や草葺きの民家が焼失するとしヽうようなこ

ともありました。

交通の不便、産業の不振にあえぐ地元有志|よ、何度も駅設置の請願を鉄道当局に行い、広大な用地の寄付も果たしました。

その熱意の甲斐があり、東北線の複線化に伴う信号所 (列車の行き違い設備)の設置を経て明治43年 (1910)2月]]日、つ

いに白岡駅の開設が実現したのです。

1日1駅 開設までの出折
白岡駅の開設まで|よ、幾多の曲折がありました。史料によれば東北線開設当初から講願してしヽたようですが、明治37・38

年の日露戦争に阻まれ実現しませんでした。駅開設へ濠」的に動くのは明治41年で、開設前年の42年5月にも早急な着工を
求める請願をイ子つたほどです(『白岡町史通史編』下巻p]20～127)。

;草よ:ま春:裁額賤醸簿覇鹸ま鶏寵蓼霊
明治37年 (1904)2月

]2月 複線化の情報を得、国本鉄道ヘ

「停車場設置願」請願

鬼久保文輔ら国勝村5名

国露戦争開戦 (大増税)

明治38年 (1905)9月 日露戦争終結

明治39年 (1906) 蓮田一久喜中間地点 (後の白岡駅付

近)に信号所設置計画浮上

日本鉄道国有化 (9月)

満州へ進出

明治40年 (1907) 戦後恐慌、労働争議の頻発

明治41年 (1908)2月

3月

5月

6月

7月

9月

] ]月

駅設置運動再開。第24帝国議会ヘ

「停車場設置願」請願

「停車場設置願」請願採択

「白岡信号所」設置

共達組台設立

鉄道院、白岡駅設置を認める

「寄附募集趣意書」で敷地提供仰ぐ

必要敷地を鉄道院へ献納

蓮田―久喜間複線化

国勝村長佐川重作外]Oヶ村長、

鬼久保文輔外]74名

用地寄付が条件

8,472坪 (28,000m2)

上記のうち61125坪 (20,200m2)

東北17R埼玉県～茨城県域

の複線化進む

明治42年 (1909)5月

10月

鉄道院へ 「停車場新設工事御急施の

義請願」

起工

「支障物全て取払つた」

「一国千秋の思い」

明治43年 (1910)2/]] 自岡駅開設



1-2念願の自岡駅開設伏正初め) 1-3現在の同所解成21年)
白岡駅|よ平屋の木造駅舎に出回]ケ所(現在の西回)で

スタートしました。
木造駅舎|よ約70年間、昭和51年 (1976)まで使用され、

現在|よ駅長事務室になつています。
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1-4鉄道のルートと
駅開設場所

白岡駅|よ、信号所のある日勝

村小久曇と篠津村自岡にまたが

る地域に設置されました。駅開

設前の町場は篠津村の菖蒲春

日部街道沿い (図左上)で、駅周

辺|よ田畑や屋敷林、民家が点在

するだけの地でした。

(この地図は(財)日本地図センター刊行「明

転韓
！
声
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1-5順調に伸びる旅客・貨物
開業以降の貨客の伸びを示した表で、駅開設年の旅客人数は27,859人(1国当たり約86人)、10年後の大正9年 (1920)

に|よ86,704人と3倍以上に増えました。また、貨物扱い墨は10年間で5倍以上と著しく伸びています。大正1213年 度の貨
物増は、関東大震災復興資材の発送によるもの (2-1参照)です(自岡田丁史資糊 4『国勝村誌』p]]5)。
種別 旅客人数 貨物町数
年度 乗車 降車 合計 発送 至」着 合計
明治43年度 ]4,3]8 354] 27,859 542 1,38] ]1905
同 44年 度 ]81883 8,279 371]62 ]i333 2)]06 3,439
大正 元年度 19574 81375 37949 ]子]99 2 18] 3,380
同  2年 度 23、429 8,257 41 686 21700 3,698
同  3年 度 281399 6525 441924 1,599 21291 3,890
同  4年 度 2]1294 20,734 421028 ],900 ]1833 3733
同  5年 度 23,7]5 23,270 46,985 ]786 2,178 31964
同  6年 度 26i604 26109] 52,695 2,057 2,]37 4‐194
同  7年 度 32,099 301924 63,023 213]フ 4769 71086
同  8年 度 4],073 40,096 39]9 43]47 8066
同  9年 度 44,22] 42483 86,704 2,885 8,657 11 542
同 0年度 5],295 50076 21852 81050 10,902
同 ]年度 57,173 57.252 ]4426 51764 41648 10〕4]2
同 2年度 5889] 51176 24067 ]5,764 4,450 20,2]4
同 3年度 92357 91,204 83(56] 35,288 6f104 4],392

0
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‐営1嵩讐語楚穏

西回駅前の大きな石碑 「新設白岡車姑之碑」は、駅開

設後の明治43年 (1910)5月に建てられました。碑には駅

開設に尽力した]56名の氏名が亥」まれ、その範囲は白岡

町域のみならす、旧岩槻市 蓮田市 久喜市・幸手市、遠く

は新潟柏崎、東京小舟町 (現中央区)までに及び、駅開設

が広域の熟望であったことがわかります。

碑文|よ漢学者・中島撫山 (小説家 中島敦の祖父)の撰

によるもので、駅開設までの経緯のほか、「人PB3というも

のは利に走る傾向があるので、駅ができると我さきに駅

付近に商店を設けるものもあろうが、ただ単に利欲に走

つて|よいけない。さもなしヽと、この悪風|よ青年の気風を

害するようになる。事に先立って心配するの|よ老人の務

めである。一」とあり、秩序ある発展を願う撫山晩年のメ

ッセージが込められています。
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1ロア共進組合の台帳
駅開設の請願が国に採択されると、国勝村・篠津村有志|よ明治41年 (1908)6月、「共進組合」を設立します。組合は駅用

地の確保と周辺整備促進のため、土地売買や貸付、家屋移転事業を行いました。駅への道路の新設、既設道路や橋梁の改

修などで駅設置がスムーズに運び、駅開設後も大正9年 (1920)までに2,200坪(約7,000rl12)もの貸付を果たしてしヽます

(網井欽作家文書)。
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2駅 周辺の発達今駅名の出来
駅開設当初、あたり|よ数軒の家が点在するだけで、一面青々とした麦畑が広がつてしヽました。しかし大正時代以降、商店

や民家が増え、‖贋調に発展していきました。

大正12年(1923)に|よ、元荒川に八幡橋が架けられました。駅開設が周辺地域の物流ネットワーク整備を促したのです。
ひかち

また、駅名が「白岡駅」と決まるまで|よ若千の曲折がありました。後に昭和29年(1954)の日勝・篠津・大山3村合併の際
に|よ、駅を中心として発展する願しヽを込め、新町名に採用されることになります。

2-1駅開設後のできごと
｀
駅周辺|よ順調に発展していきました。明治44年 (1911)の駅開設―周年祝賀記念式|よ、45軒もの露店が出て盛大に行

われました。大正4年 (1915)の五周年祝賀会は、駅付近ほぼ全戸の商店など53軒の寄付で催されています。『埼玉県商
工録』(昭和8年刊)では駅開設後に5軒が開業し、大正期以降現在まで営業している商店名がみられます。

また、開業直後の大水害や関東大震災なども自岡駅に影響を及ぼしたことがゎかります。

1患q魂請霊績 ”ヤ一十一や一一

明治43年 (19]0)2月

5月

8月

合資会社白岡運送店設立

「新設自岡車貼之博」設置

大水害

貨物運送 着荷配達の利便向上

二反五畝踏切～沖山踏切間流失
明治44年 (19]])2月 開設―周年祝賀記念式 露店45軒※]

明治45年(19]2)～

大正 9年(1920)

駅周辺土地の貸付進む 2,200坪/20名 貸付。当地人よりも周辺人が借受

|ナ※2

大正 4年 (1915) 4月 開設五周年祝賀会 駅周辺商店53軒の寄付で賄う※3

大正 9年 (1920) 白岡郵便局開局

大正]2年 (]923)5月

9月

八幡橋架橋

関東大震災

駅周辺商人6]名寄付

駅周辺の「荒木田土」が復興資材として都内ヘ

好評出荷(新聞記事※4)、貨物取扱星が激増

大正13年 (1924)]2月 乗合自動車開通 白岡～久喜、自岡～春国部
大正]4年 (1925)7月 同上 久喜～岩槻町

大正]5年 (1926) 関国練炭製造所倉」業

昭和 4年 (1929) 高橋洋服店、白岡工業所、や|よたタクシー開業 『埼玉県商工録』(昭和8干」行)
※]「商人見世書」控」(青木広作家文書)
※4自岡町史資料5『新聞 広報』p24

※2「共進合資会社土地貸付台帳」(網井欽作家文書) ※3「祝賀費控帳」(青木広作家文書)

2コ2駅 開設後の駅周辺図
招和初期の主な商店など30軒がみえ

ます。商店の多く|よ駅開設後に倉」業した
ようです。駅正画には旅館・風呂屋や餅店・

飲食店などのほか、運送店・肥料店・材木

店といつた資材関係も多く、駅が貨客両

面で重要なターミナルだったと想像で

きます。商店以外のスペース|よ住宅地で、

開設から20年 ほどで商業の中心地に生
まれ変わりました。久喜寄り踏切脇の 「荒

木田土出荷組合」は、2-1年 表の関東大

震災復興資材を扱つていたものと思わ
れます(F自岡町史民俗編』p492)。



2-3八幡橋の架橋伏正12年) 2-4「日勝駅」「小久喜駅」だつたかも…

大正12年(1923)5月には、物資の疎通を促進するため、

駅周辺の商人の寄付と近隣有志の援助で、それまで渡船

場だつた元荒川に八幡橋が架けられました。今も橋のた

もとに建つ記念碑に|よ、駅周辺の6]名の名前が亥」まれて

しヽます。写真は「渡り初め」の様子で、中央奥の山林|よ白

岡ノ(幡宮です。

駅候補地が日勝村小久喜と篠津村白岡にまたがるため、

駅名はすんなり決まつたわ|ナで|よなかつたようです。

明治37年 (1904)、日勝村有志|よ「日勝停車場」を請願

してしヽます。国清 日露戦争の勝利記念を理由としていま

す。

明治41年 (1908)、駅の前身となつた信号所は「白岡信

号所」。現在の久喜寄り踏切付近 (篠津村白岡)に設置さ

れたためと思われます。

駅開設前年の明治42年 (1909)、南埼玉郡役所から「小

久喜駅では隣駅とまざらわししヽ」との指導がなされており、

「小久喜駅」が検討されていたことがわかります。

結局、駅開設までの国勝・篠津両村の協力関係と、広く

崇敬を集める 「白岡八幡宮」にちなみ、「白岡駅」で妥結

したようです(写真大正時代の自岡ノ(幡宮)。

2口5「停車場」という古風な呼称
鉄道開設当時、駅|よ正式には停車場と呼称したようです。現在も西口駅前

の道路は「県道蓮日白岡停車場線」といいます。また、写真の道標は「白岡
停車場」を案内しており、もと|よ西回の本町通りから白岡八幡宮への分岐点

(「八幡神社入回」交差点)に立ってしヽたものです(現在は移設されています)。

2口6白 岡駅開設当初の時刻表(明治45年7月)
駅開設当時、列車本数は上り8本、下り7本で上野まで|よ]時間20分 (平均時速30Krn)、運賃は42銭 (今の5～6千円ぐら

い )を 要 しま した 。東 京 の 生 活 時 間 を 重 視 した ダイヤ で あ る ことが わ か ります (『幸手市史』近 現代資糊 刷 から作成)。

上 り

宇都宮発 2i55 4i20 6:05 7138 9i27 10i20 12i12 13i30 15121 17:42 19!07

栗橋 4i21 5i58 7:33 9i08 11150 13i42 14i44 16137 1910 20i38

久喜 4i34 6il l 7i46 9i21 10i52 12103 13i55 14i56 16i49 19123 20i51

露襲 む ('4な43 |る:26 1露!55 |つき調 チ求2:12 モを:64 車θ:32 211i00

大 目 5i06 6i45 8:20 9155 1 li20 12137 14i29 15i22 17!19 19i57 21:25

)甫禾口 5i16 6i55 8130 10i05 11:29 12i47 14:39 15i31 17i30 20i07 21i35

上野着 6i00 7i40 915 10i50 12i05 13i30 15i25 16i10 18i10 20i50 22!20

下 り

上野発 5:40 7:00 8120 9i30 10i30 12i00 14!20 16i20 18i00 19100 21100

〉甫示日 6125 7i46 9!06 10i04 11:13 12i46 15!06 17:07 18i36 19i46 21i37

大 目 6i37 8i00 9i20 10114 11:24 13i00 15!20 17121 18i46 20i00 21,47

霞獅軍団| ,金t59 842海 |ネ患0経十 =1章&を2t打 車0や411 を7,42 Ⅲ20'2H

久喜 7i07 8i30 9i50 10!41 1 li52 13i50 15i50 17i51 19i14 20i30 22114

栗橋 719 8i43 10i03 12,04 13i43 16i03 18i04 20i43

宇都目着 8i50 10i12 11:40 12106 13120 15il l 17i31 19i32 20i48 22i30 23i40

(上野一白岡間39 9km)



3なつかしの駅舎ゃ構内
白岡駅|よ昭和51年 (1976)から現在の橋上駅合になりましたが、開設以来約70年間|よ木造の地上駅舎と跨線橋のみの

駅でした。
ひさし

旧駅舎|よ7間×3間 (約1 3rIR×5fln)、西・南画に庇をもつてしヽます。屋内に|よ小さな待合所と改札口があり、入口横は後に

売店が設|ナられました。駅合の規模・構造|よt基礎がコンクリートになつたほかは開設時とほとんど変化がありません (1-

2参照)。跨線橋も明治期以来のものが使われていました。駅前 (出回)|よ長らく西回のみで、大きなイチョウの木がシンボ

ルでした。駅北狽」に|よ、貨物用のホームと倉庫等のスペースが広くとられています。ここで|よ、小さいながらも活気あほ、れ

たかつての駅舎や構内の様子を見ていきましょう。

3口 1の どか な駅 前 の 昼 下 が り (昭和30年代半ば)

昭和33年 (1958)の東北本線電化とともに、次第に乗

降客が増加していきますが、国中の駅前はまだ子どもが

遊べるような余裕もあつたようです。駅前が舗装される

のは昭和40年代です。

3-31■翻韓筆(昭和51年)
晩年の旧駅舎で、現在も駅長事務室として健在です。

手前側に小さな改札国が見えます。屋根から突き出た煙

突がアクセントになつており、後ろに|よ大きなイチョウの

木がそびえたちます。同じようなスタイルの駅舎が全国

に散見されることから、一定の駅舎規格があつたようです。

3コ2駅 北側を望む側利30年代半ば)
西回から久喜方向を見た写真で、線路沿いに貨物ホー

ムと倉庫があります。手前の大きな看板は駅周辺商店街

の案内図でしょうか。桜咲く香の空、見渡してもクレオソ
ート(防腐塗料)仕上|ザの木造電柱より高しヽ建物|よ見当

たりません。

3口41口駅舎の外改札僻和51年)
駅舎の蓮田寄りには外改札がありました。ラッシュ時や

団体客をさばくためものだつたのでしょうか。



5駅周辺のうつりかわり

O

白岡町|よ、昭和29年9月に日勝村・篠津村'大山村の3村が合併して誕生しました。農村然としていた町も、東北本緑が昭

和33年 (1958)に電化されると、首都圏のベッドタウンとして宅地化が進んでいきます。また、折からの高度経済成長の波

に乗り、大規模工場なども誘致されるようになりました。ここでは、駅周辺のうつりかわりを象徴する風景を並べてみまし

た。

5日1旧サッポロ晨産加工工場lM和50年)
サッポロ農産力回工工場|よ、国本麦酒 (サッポロビールの

前進)の麦芽加工工場として、小久喜地区の水田埋立地

に誘致され、昭和38年 (1963)に操業を開始しました。巨

大な貯蔵庫と白岡駅からの貨物引込み線が特徴です。昭

和30年代|よ冷蔵庫の普及と所得向上でビール需要が増し、

各社は増産に追われていました。新間に|よビール麦増産

が「作付け転換に打つてつけと農家が喜んでいる」とあり、

当 時 の 農 業 事 情 が うか が え ます (白岡町史資料5『新聞 広報』p

45)。
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現在の国産化学工業北狽」付近です。写真の水路は、昭

和20年代末に篠津村の耕地整理事業により開肖」された

排水路で 「新川」とよばれました。

奥|よ電化前の東北本線の線路です。横棒の多い電柱

は鉄道業務用の通信回線で、昔の幹線線路沿しヽによく見

5口2現 在の同所解成21年)
リッポロ農産カロエエ場跡地|よ、平成7年(1995)に高層

マンションに生まれ変わりました。駅東口から続く道路の

幅が広いの|よ、引込み線の跡地であるためです。

5口4現 在の同所仰成21年)
「新川」|よ護岸され、水田|よ住宅地となり、驚くほどの

変容ぶりです。付近に|よ白岡中学校もできました。

られました。 所蔵i野口 勝昭氏



5-5雪景色の駅前通り佃和33年)
西回の野口商店付近から駅方向を見渡したもの。未舗装の往来には

自動車も少なく、まばらな足跡が駅へと伸びています。 所 蔵野口勝昭氏

5口6巨 大トランスが行くlBg和34年)
まさに高度成長を象徴する光景です。昭和34年 (1959)5月、東洋一

とうたわれた東京電力北東京変電所の建設が町東部の上野田で始まり、
秋には巨大なトランス(変圧器)が自岡駅に至J着、現在の東国から2日が
かりで移動しました。牽引するトレーラーも世界最大級、途中の橋は3つ
も架|ナ替えられるなど、まれにみる大事業だつたことが分かります。こ
の模様を新聞|よ「マンモストレーラーJ「マンモス変圧器」と、当時の流
行語で興奮気味に伝えています(白岡町史資櫛 F新聞広報』p]42)。

所蔵!野口 勝昭氏

0



O

6駅は眺めてきた…
駅|よ100年もの間、毎国のように大勢の人々と無数の列車を見送り、出迎えてきました。ときに|よ町の発展のシンボルと

して祝われ、また一方で暗い時代の影を8央す出来事も眺めてきました。どの写真からも、凝縮された人々の思いが伝わつ

てくるようです。

昭和16年(1941)12月に太平洋戦争が始まり、

白岡のような農村部でも戦時体制が強まります。

農家ではlalき手が出征し、労働力不足が深亥」に

なりました。

写真|よ駅頭で出征兵士を見送る人々です。女

性の書」ぽう着姿が戦時下を印象付|すます。何か

の物越しに撮影されており、直接カメラを向け

ることが許されなかつたのでしょうか。1万2千

人の農村で、400人以上の方が白岡駅を発つた

まま戻りませんでした。

6口2東 北本緑電化を祝う
(昭和33年 )

高度成長が始まろうという昭和33年 (1958)

4月14日、沿線住民の悲願であつた東北本線の

大宮一宇都宮間電化が完成しました。沿線の人

垣のなか、オレンジとグリーンの 「湘南形電車」

がさつそうと駆け抜け、白岡駅でも終国お祭り

ムードで歓迎しました。これにより大幅なスピー

ドアップと本数の増発が実現し、白岡町発展の

契機となりました。 所蔵i久喜市教育委員会

6口3音 楽隊が行く～合併5周年～
(昭和34年 )

昭和29年 (1954)に国勝 篠津・大山3村合併

により誕生した自岡町|よ、電化の翌年の昭和34

年 (1959)9月 1固、合併5周年の記念式典を開

催しました。式典のアトラクシヨンに警察音楽隊

が招かれ、駅前に|よ大勢の人が詰め掛けました。

写真|よ現在の東武ストア方向から駅前へ行進す

る隊列です。



6-4‐とぞうでお税い
~~‐ ~

～合併5周年～(昭和34年 )

秋空の下、音楽隊の行進を子どもたちも旗を

振つて大歓迎。にぎやかな楽曲に小さな胸もお

どります(現工八ラカメラ店付近)。

6口5今 度は駅開設50周年
(昭和35年 )

町合併5周年の翌年は白岡駅開設50周 年に

あたり、盛大な記念祝賀会が行われました。駅

頭に|よ大きなヤグラ、特設舞台まで掛|すられ、さ

まざまな催しに駅前|よ観衆で埋め尽くされました。

このように昭和33～ 35年の写真から|よ、まさ

に発展中の町と人の強力なエネルギーを感じ

ます。

6‐6自 岡駅開業70周年記念切符
(昭和55年 )

昭和55年(1980)に発行されたものです。4

枚―組で、旧駅舎や東北本17Rで活躍した車両、
前年12月に完成したばかりの東回、町の伝統行
事などがあしらわれてしヽます。 所 蔵板垣時夫氏

おわりに
駅は町の顔であり、町の発展を映し出す鏡ともいえます。

これからもずっと白岡駅が、旅立つ人を清々しく送り出し、帰ってきた人を温かく迎える
“
ふるさと

"の
駅であってほしいと

思います。
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